
様　式　イ

平成 20 年度第 ２次新まちづ く り計画事業進行調書 （ その １ ）

計画体系ｺｰﾄﾞ 5-1-1 事業名 カルチャーナイト事業への協力

担当 観光文化局文化部市民文化課　三海　２１１－２２６１

全　　体　　計　　画

事

業

内

容

　カルチャーナイト事業に対して、所管する文化施設等の夜間
開放や事業の広報についての協力を行う。
　本事業は、北海道の短い夏の一夜に、家族揃って文化に親
しんでもらうことを目的として、通常夕方で閉館する文化的な施
設を夜間開放し、様々なイベントを行うものであり、デンマーク
のコペンハーゲンで毎年開催されている「カルチャーナイト」が
モデルとなっている。
　事業の運営はカルチャーナイト実行委員会が行っており、そ
れぞれの施設の特色を生かした文化の創造・発信プログラムを
展開している。

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
平成19～22年度－本市関係施設の夜間開放、事業のPR

事

業

内

容

・

量

・

場

所

･

規

模

・

件

数

等

平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
実施日：平成１９年７月２０日（金）
本市関係施設の夜間開放：２５施設（うち新規開放７、廃止３）
事業のPR

【夜間開放施設】
・札幌市生涯学習センター
・札幌市中央卸売市場（新規）
・札幌市身体障害者福祉センター　　・大倉山ジャンプ競技場
・本郷新記念札幌彫刻美術館　　・札幌市円山動物園
・札幌市資料館（新規）　　・札幌市教育文化会館
・札幌市大通公園まちづくりセンター
・札幌市博物館活動センター
・札幌国際プラザ　　・時計台　　・札幌市役所
・札幌市男女共同参画センター　　・札幌市消費者センター
・札幌市市民活動サポートセンター　　・札幌市環境プラザ
・札幌サンプラザ　　・札幌市東区民センター（新規）
・札幌市文化資料室　　・札幌コンサートホール（新規）
・豊平館（新規）　　・札幌市水道記念館（新規）
・札幌・もいわ山ロープウェイ（新規）
・札幌市民防災センター

実施日：平成２０年７月２５日（金）
本市関係施設の夜間開放：２９施設（うち新規開放５、廃止１）
事業のPR

【夜間開放施設】
・札幌市生涯学習センター
・札幌市中央卸売市場
・札幌市身体障害者福祉センター　　・大倉山ジャンプ競技場
・本郷新記念札幌彫刻美術館　　・札幌市円山動物園
・札幌市資料館　　・札幌市教育文化会館
・札幌市大通公園まちづくりセンター
・札幌市博物館活動センター
・札幌市在宅福祉サービス協会（新規）
・札幌国際プラザ　・時計台
・ホワイトロック（新規）　・札幌市役所
・札幌市男女共同参画センター　　・札幌市消費者センター
・札幌市市民活動サポートセンター　・札幌市環境プラザ
・札幌サンプラザ　・札幌市東区民センター
・札幌市文化資料室　　・豊平館　・札幌市中央図書館（新規）
・札幌市埋蔵文化財センター（新規）　・札幌市水道記念館
・札幌もいわ山ロープウェイ　　・札幌市民防災センター
・札幌市青少年科学館（新規）

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
18年度末
(現　　状)

19年度末
(実　　績)

20年度末
(予　　定)

21年度末
(予　　定)

22年度末
(予　　定)

22年度末
(目　　標)

本市の参加施設数 21施設 25施設 29施設 30施設 30施設 30施設

■市民との連携、市民参加
　本事業は市民・企業・行政が協働で行う地域文化活動と位置づけられており、多くの企業と共に、本市関係施設においても市民参
加のイベントを開催している。

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]
　 [人材協力]　実行委員会の一員として運営に協力しており、参加する本市関係施設の職員がイベントに従事している。
　 [情報協力]　関係施設へのチラシ配布や広報への掲載など、イベント周知に協力を行っている。
　 [その他の協力]

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり

市民・企業等との協働の状況（市民・企業等の参加、支援、協力の状況）



様　式　イ

平成 20 年度第 ２次新まちづ く り計画事業進行調書 （ その ２ ） （単位：千円）

事業名 カルチャーナイト事業への協力

評    価　（　成　果　） 課    題

計画体系ｺｰﾄﾞ 5-1-1

　本市関係施設の参加数も増加を続けており、市役所本庁舎にお
ける市長室や議場の見学のほか、各施設における様々なイベント
への参加などを通して、本市関係施設ひいては市政に対し興味
や親近感を高めてもらうよい機会になった。

　より多くの市民に参加してもらうため、市民の声を聞きながら、一
層魅力ある事業を展開していけるよう検討を続ける必要がある。

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
　より多くの本市関係施設が事業に参加していくよう、働きかけを行っていく。

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 20年度

計　画

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出金
市 債

予　算

事 業 費
一 般 財 源
そ の 他

0

0
財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出金
市 債
そ の 他

0

一 般 財 源

国 ･ 道 支 出金

0 0
事 業 費

市 債
そ の 他

0
0

《全体》

[19年度]

[20年度]

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源

0
0

21年度 22年度 計

－ － － － －

0 0 － －
0

0 0 0
0 0

0 0
0

0 － － － 0

0
0

事　業　費　の　進　捗　率 　（19年度実績事業費＋20年度予算事業費） ／ （計画事業費） －
0

実　績
財
源
内
訳


